
議 事
Ⅰ 本日のテーマ ：
●情報共有：HCTC認定制度について
試験が来週12/2土曜日。受験予定者３人。
・面接でケースレポートについて、考えておいたほうが良いことは？
→ケースをよく思い出しておくのが良いと思う。
・筆記試験の勉強
→テキストをよく読む。

●情報共有：移植施設認定基準の改定方針(2024年4月施行予定)について
改定方針の情報共有 (資料1)

●相談：いとこハプロの血縁ドナーコーディネート方法
いとこは介入する人数が増えるが、どのようなコーディネート方法を
とっているか、兄弟ドナーと同じように対応しているのか、工夫してい
る点があるか知りたい。
・いとこドナーまでコーディネート経験があるのは参加者半数以上。
・事前に親御さんからいとこドナーに話をしてもらっておき、電話をして
説明し、資料を送って、検査同意が得られれば検査キットを送って対応
した。
・こちらから動くというより、患者家族が望んで進めていることが多い。
検査内容の説明は血縁と同じ。
・最初からいとこにアプローチをすることは少なく、きょうだいやバンク
のソースが使えなかった時の二段階目に広げていくことが多い。いとこ
が近くに住んでいた、姪っ子・甥っ子がドナーになると言ってくれてい
た時に頼んだ。いとこだと一致する確率が少ないため詳しく説明する順
番を変えることがある。移植についてある程度の理解をしてもらい、一
致していたら詳しい説明をすることはあった。
・いとこによって患者家族との関係性が違うこと、ドナーになれる可能性
がとても高いわけではないことも考慮して関わる必要がある。

●情報共有：セミナーのご案内（資料2、3、4）
11月25日第2回南関東造血幹細胞移植HCTCセミナー
11月29日若手医師向けのセミナー
 1月20日造血幹細胞移植セミナー。パネル検査についてのセミナー

●新しい方のご紹介
1名。今年度からHCTC業務を始めた。

●ドナー依頼書を使用してみてどうだったか
そのままは使えなかったが、内容はそのまま使い、使いやすかった。
エリア外からの依頼時にドナー依頼書で送ってほしいと依頼した。感想は
もらえていない。

Ⅱ次回のミーティング開催日時
2024年3月1日（金）17：30～18：15

厚生労働省「造血幹細胞移植医療体制整備事業」
造血幹細胞移植推進拠点病院

南関東・甲信越ブロック地域連携事業

日 時：令和５年１１月２４日（金）１７:３０～１８:１５

場 所：参加者各施設（Web Meeting）
参加者：計２２名（うち開催関係者；４名）、 施設（埼玉２・千葉３・神奈川４・東京７・静岡２）



厚生労働省「造血幹細胞移植医療体制整備事業」
造血幹細胞移植推進拠点病院

南関東・甲信越ブロック地域連携事業資 料
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